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Indigenous Boat-Hull Making in the Circum-Pacific






である。原初的な舟としては（1）筏と葦舟（raft and reed boat）、（2）皮舟ないし獣皮舟













き物である人類が初めて海を越えた明確な証拠は 4 ないし 5 万年前にオーストラリア大陸で発見
された現生人類の遺跡である。オーストラリアは氷河期に海面が低下してニューギニア島などと連
















は、原初的な舟の 4 つのルーツとして共通に次の 4 者を指摘している：（1）筏と葦舟（raft and 


































（McGrail 1987 : Table 2.2）。しかし笊舟は船体を形成する小さいないし細い、個々の部品の持って
いる浮力を総合して大きな浮力にしているという意味ではむしろ筏ないし葦舟の方に近いともいえ
よう。実際にベトナムで製作現場を観察すると細く裂いた竹を組み合わせていく作業が先であり、

































述は船ではなく、一種の水葬を意味していたという見解も紹介している（Nishimura 1925 : 111）。
しかし西村は福井県大石村出土の銅鐸に見る船体の上下にたくさんの長い突起の見える図を葦舟と
解釈できる可能性を示している（Nishimura 1920 : 15）。これに対し松本信廣は葦舟の影響を受け




の古名称で長さ 10 cm ほどの楕円の実を割ると船の形になる、とある。一方、新井白石は小さな
船の隠喩であるとし、本居宣長は乗っていたスクナビコが小人であったと解釈していたかのようで
あった。しかしある種の植物の細い枝を行李のように水を通さないように堅く編んだ船（wicker 












檻）に入れられて、知らないうちに船で運ばれと解釈した者もあった（Nishimura 1931 : 15-18）。
　〈樹皮舟〉
　『万葉集』?巻には櫻皮纏作流舟（カニワ・マキ・ツクレル・フネ）という表現があり、これは樹





























採用されたようだ（Davidson 1935 : 75）。
　丸木舟がそれ以外の地域で使われた可能性は否定できないが、外来のアウトリガーカヌーとは異
なりアボリジニが本来使っていた舟の主流は樹皮舟であった。アボリジニの樹皮舟は単純型樹皮舟
（simple bark canoe）、結縛型樹皮舟（tied bark canoe）、および縫合型樹皮舟（sewn bark-canoe）の
3 種類がある。さらに細かく見ると先端をねじって補足的に結縛した型式、また先端を粘土で閉じ
























る。舳先や艫は縫合され樹脂で固める。最大 6 人乗り。さらにクノッカー湾（Knocker Bay）で目
撃された樹皮舟は 1 本の木の皮から作られていたが、底にもう 1 枚樹皮が敷かれていた。これは
船体の幅を保つためか防水のためかわからないが、棒の舷側が加えられていた。大きさは 4.5 m





字に交差）。これで肋材の機能を持たせている（Davidson 1935 : 83）。
　カーペンタリア湾において報告された縫合型樹皮舟は棒の舷側と肋材のないものもある。船体を
広げるための支棒が普通の場合使われ、二股状の棒を船体内部に入れて結縛を強く締める。この工
































は適していない。アボリジニはヤムイモを掘る棒で 6 m 強の樹皮を舟型に切る。そのとき舟の中
央部あたりにロープを巻いて剥ぐ作業中に樹皮が落ちてしまうのを防ぐ。次に棒などを樹皮と幹の
間に差し入れて少しずつ剥いでいく。大きな舟の場合によってはロープを別の場所でも縛る。剥ぎ





　樹皮舟の推進用には 4 m 強の若木のモミの棒が使われる。その先には魚も突けるように小型ユ
ーカリの木の銛先がつけられる。寒い季節は船底に粘土をおいて暖を取るため火がたかれることも
ある。火をたいて船体を乾燥させるときは湾曲しすぎないように注意を払う。底を平らにするため
に石を置く（R. Edwards 1972 : 31–35）。
　樹皮船殻形成についての詳細な報告もある。それによると 6 種類の木が使われる。（1）moun-
tain ash （iron bark）は結縛されるが樹皮は裏返しにしない、（2）stringy bark （Dibil palm）、（3）
red gum （E. rostrata）も結縛されるが裏返しはされない、（4）blue gum （ballok）は結縛され裏返
される、（5）white gum of river valleys （snowy river mahogany）、（6）peppermint はよくない。
薄い繊維の多い樹皮でよい種類のは yam goura と呼ばれる（Thomas 1905 : 59–60）。
　単純型で小さいのは 2 ～ 3 m で 2 人乗りのものから最大 4 ～ 6 m で 7、8 人から 10 人乗りがあ
る。大きい船の幅は 90 cm で高さ 20 cm 程度である。縫合型は総じて大きいが、長さは 4.5 m で
幅が 60 cm で 4、5 人から 8 人乗りであった（Thomas 1905 : 63–64）。　
　また乗る姿勢についても多様性がある。座り姿勢、立ち姿勢、片膝立て姿勢などであるが、当然











ル・ウォーリス（Samuel Wallis）が 4.5 m の長







かし全体として粗野な作りであった（Edwards 1965 : 22）。
  18 世紀半ばの資料を総合すると、 サイズの変異は長さ 4.6 ～ 7.6 m、幅 0.9 ～ 1.2 m、深さ 60 ～
90 cm 程度であり、最大 9 ないし 10 人が乗り組めたようだ。これらの樹皮舟が海で使われるとき
は石をバラストとして積載した。これらの記録は西欧人との接触後 250 年も経ってからの記述に
よっている。そのためアザラシの皮を使った帆は本来あったものか疑わしいが船殻の形成方法は伝
統的なものであろう（McGrail 2001 : 411）。
　さらにスペインのヴァルガス・イ・ポンス（Vargas y Ponce）は詳しく書いている。樹皮舟は樹
脂の出る木の皮で作られている。樹皮の厚さは 2.5 cm は超えない。船体は 3 つの部分からなって
いる。真ん中の竜骨をなす部分、それと左右の部分である。木を剥ぐ作業は驚くべきで、彼らはフ
リント製の尖った石器だけを用いて木の皮をぐるりと切っていく。そして切り出された樹皮は長さ
が 9 ～ 10 m である。これは船首と船尾を含むのでだいたい船体の長さは 7 ～ 8 m となる。幅は






生にする。また舳先と艫に 4 分の 1 くらいまで甲板のように樹皮を張る。それはそこから 15 cm
くらい高くつけられ船体の真ん中はアカカキのためにあけておく。




欧船をまねた可能性を否定できない（Edwards 1965 : 22–23）。
　別の報告では樹皮の種類はブナ beech 系の植物（Nothofagus betuloides）であった。春の 10 月頃に
は樹皮がゆるくなって樹液が流れる状態なので剥ぎやすい。この状態は 2 月まで続く。このよう
図 3　フェゴインディアンの樹皮舟




きる（Lothrop 1932 : 251）。それ以外の特徴的な船殻形成では細い枝を縫い目に内側から縫合して
水漏れを防ぐ工夫、ガンネルには長い棒を舷側上部に渡して樹皮でそれをくるんで縫合するやり方
などがあげられる（Edwards 1965 : 24-25）。
　フェゴインディアン以外では樹皮舟はアマゾン川流域でかなり広範囲に使われたようである
（Koch 1984 : 238）（図?）。
３）南米の獣皮浮き
　北米ではバイソンの皮を使った獣皮舟がアメリカ東部で使われていた（Nishimura 1931 : 172-











縫合用の紐の留め金のように使われているとも書かれている（Edwards 1965 : 17-18）。
　18 世紀後半の記録によるとチリ中央部では獣皮舟が河口部の運搬作業に使用されていたようで
ある。作り方であるがアザラシの皮を剥いでから、2.5 ～ 3.5 m の長さにして、艫にする方が若干
幅広に加工された。皮は強いとげで、縁を重ねるように縫い合わされる。糸ないし紐の記述はな
い。2 つの浮きはそれぞれ空気を入れる筒があり、棒を渡して平行に、舳先はぴったりと合わせ艫
図 4　アマゾンの樹皮舟（左 Koch 1984 : 251）とその製作過程（右 Koch 1984 : 245）
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は若干隙間ができるように結ばれる。船はダブル













されたようだ（Nishimura 1931 : 225）。
３．葦舟
　古代文明の中心エジプト、メソポタミアあるいはインダスにおいて絵画などから葦舟が使用され
ていたことが推測され、人類の本格的な舟の源流のひとつであることがわかる（Greenhill 1976 ; 






　南米には大小の葦舟が知られている。小さいのはペルーで caballito と呼ばれる 1.8 m 程度の小
型葦舟で 1 人乗り、船と岸を結ぶ艀のような役目をしていたものである。一方、大型のものとし
ては 4.5 ～ 6 m もあり帆走する葦舟があった。これはチチカカ湖で使われた balsa 型の葦舟であっ
た。1590 年の記録ではホセ・デ・アコスタ（Jose de Acosta）は住民がスゲか葦で作った浮きを
balsa と呼んでいると記す（Edwards 1965 : 1）。彼らは肩に担いで岸まで運び、水の中に勢いよく
投げ込んで馬のようにまたがって乗り込んで、乗馬のように波を乗り越え網や釣りの漁をすると書
かれている。戻ると漁師は再び浮きを抱えて陸に戻し、束ごとに結縛を解いて乾燥させる（Ed-
wards 1965 : 2）。
　1530 年代半ばにチチカカ湖畔に行ったエルナンド・ピザッロ（Hernando Pizarro）は葦舟 balsa 




図 5　獣皮舟と筏が一緒に描かれている 18 世紀半ばの絵画
（Estrada 1988 : 92 に引用）
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（Guadua sp.）を櫂にして漕いでいる。彼らは 4 ～ 6 海里あるいはそれ以上も海に出ていく。キビ
の空ろな側が櫂の刃の役をするのだが両端を代わる代わる水に入れるのでダブルブレード・パドル
の様相を呈する。この船がフルスピードで進むと馬でも追いつけないくらいのスピードになる、と
書いている（Edwards 1965 : 1）。





て束ねる場合もある。もっとも小さいもので約 1.8 m より若干大きいくらいである。そのもっと
も太い部分は人間が両腕をやっと回せるくらいである。大きな船では 4.5 ～ 6 m くらいであり幅




wards 1965 : 2）。
　さらに少し違った構造の葦舟も報告されている。1895 年の植物学者アントニオ・ライモンディ






wards 1965 : 4）。
２）民族事例
　ペルー海岸では全般的に葦舟は使われるが、北部と南部では異なった構造の葦舟が見られる。北
部のサンタ・ロサ（Santa Rosa）付近で使われる caballito は 2 つの太い束（haces）を平行に結合
する型式である。1.8 ～ 2.4 m 程度の長さの茎を束ねて直径 30 cm くらいの太さの束を作る。そし
て注意深く茎を前に出したり後ろに出したりして 3.6 m ほどの長さにし、尖端を尖らせる。そし
て軽く紐でくくって茎を叩いたり圧迫したりして直径を 3 分の 1 くらいまで圧縮する。この芯の
部分にさらに茎を加えて 37 ～ 38 cm くらいの太さにする。さらに短い束を一方の側に加えて舳先
から全体の 3 分の 2、あるいは艫から約 90 cm くらいまでの長さに届くようにする。その部分は
人が乗るコックピットの部分の隙間になる（写真?）。艫からはじめて強く螺旋状に芯の部分にそ








つけられると完成である。この種の船は通常 1 ヶ月から 6 週間持つ。毎日乾かしても葦はだんだ
ん水を吸ってきて剝けて割れてしまう。この記述と歴史記録のそれを比べると、16 世紀以降現代
までほとんど構造には変化がないと推定できる。
　南部海岸の caballitos は 3 本の束から作られる点が異なる（写真?）。4.5 ～ 5.5 m 程度の長さの
葦が並べられ 4 ～ 5 cm おきに 1 本の紐で結ばれる。艫から舳先に向かって束は二股の道具（scis-
sors sling）のような機具を用いて堅く縛られていく。紐は束の上を通されて底を通り抜け一回りし
てから側面に来てから 2 本の棒の穴に紐を通してそれを使ってきつく縛られる。そうして 15 ～
20 cm 直径の芯ができる。この作業の過程で葦は叩かれて強い圧縮が加えられる。第 2 層は 7 ～
8 cm の厚さで芯に巻きつけられる。第 3 の層は舳先に向かって 5 ～ 7.5 cm ごとに反転するように
螺旋的に結縛される。最後の結縛の前に鋭く上に向かったカーブが与えられるが、できあがった束
はだいたい 30 cm くらいの直径で舳先は 15 ～ 20 cm まで細くなっている。
　同じようにして作った束が 3 本並べられて結ばれる。外側の束、たいていは右舷側にしばしば
堅い木かキビ caña（Guadua sp.）の皮を剝いた材があてがわれて釣り糸が葦に食い込まないような
工夫がなされる。比較的短命な北部の船と違いこの南部の船は上手に管理すれば、9 ヶ月から 1 年
も使うことができる。とくに周りの葦を取り替えれば芯は数回使うことができる。この南部の 3
部葦舟は北の型式よりも丸太の筏に構造が近いであろう。これはコボが描いた幅 3 ～ 3.5 m の筏















写真 2　ペルー北部の葦舟製作（左）と完成形（右）（Edwards 1965 : Plate 2a & Plate 2b）
写真 3　ペルー南部の葦舟（Edwards 1965 : Plate 3）
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乾燥は女性の仕事である。葦は 2 ～ 3 週間乾















（Edwards 1965 : Plate 5）




は螺旋状にかけられて外側の束を縫いつける。外型には 15 ～ 25 cm の太さの束が舷側として装着











れない（Edwards 1965 : 11）。チチカカ湖の葦舟は海岸部の船と形態が異なり、むしろタスマニア





carrizo などが使われている他、現地名 totora も適用されている。チチカカ湖で使われている葦は
Scirpus tatora と同定する植物学者がいるがそれは S. californicus に含める説もある。後者はアルゼ
ンチンから米国まで広く分布する種である。これはペルー北海岸に分布するのも Scirpus の一種だ
ろう。リマより南の caballito 地帯では Scirpus とともに enea と呼ばれる Phragmites（communis
種？）が使われる。一方チリでは enea ないし torora で、それは Maleochaete viparia と vatu 
（Dichromena atropurpurea）および juncos または cortadera （Carex chilensis） と carrizo （Phragmites 





を中心に広く使われていた（Nishimura 1925 ; 
Worcester 1966）。ただし海用竹筏は台湾と
その対岸の江南地方海岸部に集中するようで
































































































































（Scott 1982 : 344）。これは筏というより、浮きないしサーフボードのような浮き具を意味している
のであろう。
　ルソン島北西部イロコス州の漁村でアウトリガー式のバンカ（Vangka）漁船と並んでもっとも











































製作可能でこの地の旧石器時代の技術で十分作り得るだろうといわれている（Jones 1989 : 754）。
また短い竹がバナナの木をつなぎ合わせるペグ（木釘）として利用されることもあった（Haddon 
1937 : 132-133）。ニューブリテン島では人が入るほど大型のウケを運ぶために筏が使用されていた
（Parkinson 1999 : 37）。
　ソロモン群島北部のブーゲンビル島では内陸と海岸の交易のために筏が使われた（Oliver 1955 : 
295）。ブカ島とニッサン島ではカヌーを持たない人々が竹筏でラグーン内の漁撈を行っていた。
またこの地域では断面四角の棒を 4 本程度並べた筏も使われていたが、その棒を結合する方法は
ペグ法であった（Hornell 1946 : 74–75）。サンタカタリナやサンクリストバル島ではサゴヤシの葉
の中肋を束ね、その両側に棒をつけて V 字にした形のカヌーが報告されている（Haddon 1937 : 
91）。マライタ島でもラグーン内で人口島を作るための珊瑚石運搬用に筏が使用された（Ivens 
1930 : 60）。またタブー観念から生理中あるいは出産後の女性が筏で水上を移動した（Ivens 1930 : 
102-105）（?）。サンタクルーズ諸島では筏にアウトリガーがつけられ、筏と浮き木の間に甲板が作
られていた。この全体の構造は明らかにカヌーと同様であり、何らかの理由でカヌーを作れなかっ
たので筏で代用したのであろう（Hornell 1946 : 75）。















を 2 つ離して固定し、甲板を作るというダブルカヌー型式の筏もあった（Hornell 1936 : 273-
274）。同じく神話だがサモアでカヌーの起源を語るとき、カヌー以前は筏であったという件があ
る（Hornell 1936 : 246）。
　マルケサス諸島ではバナナの木を 3 本並べ、先を尖らせたカタマラン型の筏が川で使われてい
た。その製作は短時間で行えた（Hornell 1936 : 48）。戦いに敗れた一族が竹筏で逃亡したという伝
説もある（Handy 1923 : 20 ; Hornell 1936 : 49）。ソシエテ諸島のライアテア島で筏（reho）が珊瑚
の石を運ぶのに使われているとの報告がある（Hornell 1936 : 144）。それはラグーン内で水の中に
入った人間が引っ張るか、乗った人間が竿を使って推進した（Handy 1932 : 57-58）。
　もっとも有名なのはポリネシア、マンガレバ島のカタマラン型筏 paepae である。これは筏の上
に甲板を作り、20 人ほどの人を乗せ、ラテン型の帆をつける本格的な船であった（Hornell 1936 : 
92-96）。帆の上桁・下桁も竹が利用された。18 世紀の末に主権を握った首長が他の集団のダブル
カヌーを破壊し、またその技術を奪ったためにこのようなダブルカヌーを模した退化型の筏が生み
出されたのだという（Buck 1938 : 289）（図?）。
　ニュージーランドのマオリも外洋の漁撈用に hounma の木（Entelea arborescens）で作った筏を
使用している。木の先を削って尖らせたものを数本束ねて筏にするのだが、それをダブルカヌー型
式に 2 列にしていたようである。そうすることで漁撈に使うウケを中央の隙間から仕掛けるのに
便利であった（Hornell 1936 : 217）。さらにマオリは内水域でも筏を使用していた（Hornell 1936 : 
218）。またマオリと同類でチャタム（Chatham）諸島に住んだモリオリ族は箱形構造の筏を作って









（Hornell 1936 : 355-356）。同様の筏はポリネシ
ア・アウトライアー（飛地）のツバルでも報告
されている（Koch 1961 : 167-169）。
図 9　マンガレバのカタマラン型筏




























することもある（Edwards 1965 : 62）。
　植民地時代初期には筏はペルー北部でも使われていた。ただしこれより南に行くとバルサ材はな
いので他の木材で作られた筏が使われた。チリ最南端でも筏があったという記述があるが詳細は不
明である。チリ中部では maguey という木を使った筏があったとも書かれている（Edwards 1965 : 
62-63）。バルサの産地エクアドルでは地形によってバナナの運搬などに筏は 1960 年代でも使われ
ていたようだ（Edwards 1965 : 64）。
　海岸部での筏の使用は墓から出土する筏模型によって推測できる。それは軽い 3 本の棒ででき
ていて真ん中の棒が 3 分の 1 ほど長く突き出ている。ダブルブレード・パドルが伴出している。この
ような型式の筏はもっと立派に作られた帆走筏とともに 1563 年にギロラモ・ベンソニ（Girolamo 
Benzoni）によって描かれている。簡単な作りの筏は今日まで漁撈用として使われているが、真ん






























　帆走筏のもっとも古い記録は 1575 年のフランシスコ・デ・セレス（Francisco de Xerez）のもの
で「それらは、とてもすばらしい木で作ったマストとヤードに備えられた我々の舟と同じ形の綿の
帆を持っていた」という件である。同じ形の帆という記述で四角い帆という解釈が生まれた。しか




名 称 が 使 わ れ る は ず で あ る（Edwards 





















































図 11　重層構造のバルサ筏（Edwards 1965 : Plate 16a）
図 12　横帆を装着したバルサ筏（Edwards 1965 : Plate 16b）
図 13　横帆とセンターボードを備えたエクアドルのバルサ筏





課題である（Lothrop 1932 ; Heyerdahl 1955, 1957 ; Nelson 1961 ; Doran 1971, 1978 ; C. Edwards 
1972 ; Thorne and Raymond 1989 ; Engelbracht and Seyfert 1994 ; Anderson 2000；Langdon 2001 ; 
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